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研究成果の概要（和文）：国境・境界の通りやすさを示す「透過性」で、東南アジア諸国間やアメリカ・メキシ
コ国境、フィンランド・ロシア国境を見たとき、透過性が高い時に越境通学する事例があり、透過性が低い時に
教育交流や本国の教育制度に接続できる教育機関の事例があることが明らかとなった。また、国境の歴史的経緯
や変動する国境の透過性によっても教育や文化に影響があること、国境地域は国内の他地域に対する比較優位性
があること、国境地域の人びとによる日常的な比較教育の実践が行われていることが発見された。

研究成果の概要（英文）：Analyzing the borders among Southeast Asian countries, the US-Mexico border,
 and the Finland-Russia border in terms of "permeability," which indicates the extent to which a 
border is easy to cross, it became clear that when permeability is high, there are cases of 
cross-border commuting, and when permeability is low, there are cases of educational exchange and 
institutions that can connect to the education system in the home country. It was also found that 
the history and varying permeability of borders also affect education and culture, that border 
regions have a comparative advantage over other regions of the country, and that there is a daily 
practice of comparative education by people in border regions.

研究分野：比較教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、これまで空白であった国境・境界地域の教育について越境通学の事象が存在することなどの新
たな発見があった。また、国境・境界地域は中央に対する周縁ではなく、国境・境界の向こう側との接点であ
り、重要性が高いことが明らかになった。また、「国境・境界地域」を新たな分析単位として、共通性と差異性
のメタ的な比較分析が可能となった。さらに、国境・境界地域を分析する上で、その両側を比較することは必須
であり、比較教育学がグローバリゼーション時代の教育分析に必要とされることがより明確となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 グローバリゼーションの進展とともに、国境を越えたヒト・モノ・情報の流れが活発になって
ボーダレス化が進み、様々な社会システムが国内では完結せず、国際的なネットワーク構築や相
互依存が顕著になっている。そのため、現代社会の実態を解き明かすとき、ボーダレス化は欠か
せない視点となる。教育学では、どのようにしてボーダレス化する社会における教育事象を解き
明かしていくべきなのかが問われると考えられる。 
 比較教育学は、世界各国の教育について深く掘り下げて分析することによって、その専門性を
高めてきた。ボーダレス化した現代において、比較教育学の強みを発揮して教育学および社会科
学の発展にどのように貢献することができるかは、比較教育学が直面する最大の課題である。他
方、比較教育学における地域研究は一国研究に留まる傾向にあり、理論的志向が弱いと指摘され
てきた。国を単位として研究を行うことが多い比較教育学では、国境・境界地域の教育が着目さ
れることは多くなかった。まして、国境線を研究者が実際にその足で越えるような研究はほとん
ど見られなかった。研究者の典型的な行動としては、制度・政策を分析するために、まず首都の
中央政府における資料収集を行い、次にフィールドワークによって実際の状況を解明しようと
する。個人研究では全国の学校を網羅するような調査は困難であることから、局所的な調査にな
らざるを得ない。そうであっても国全体を説明できるような代表性・一般性が常に課題とされて
きた。そのとき、国境･境界地域は特殊・周縁的であると暗黙の裡に捉えられてきたのではない
かと考えられる。 
 研究データベースを検索すれば「国境を越える教育」に類する著書論文は多数出てくるが、い
ずれも「国際的な」と言い換えることができるもので、実際に国境を歩いた研究成果ではない。
「越境」も比較教育学ではよく用いられる。この場合の「越境」とは研究の視角の取り方なので
あって、国境・境界地域を研究者が歩くことは含意されていない。 
 国境・境界地域をフィールドとする比較教育学研究には、少数民族をテーマとするものなど優
れたものも少なくない。しかし、研究の視点としては、中央－周縁の図式であり、そこでの国境
とは中央による政策が行き届く末端のようなものである。近年、移民や難民の子女への教育に注
目が集まっているが、国境・境界地域とは一時滞在する場所であって、さらなる移動が目指され
ていることから、国境・境界地域での教育に焦点が当てられることはない。そのため、国境・境
界地域の教育は学術上の空白となっている。 
 本研究が国境・境界地域における教育に着目することになったのは、これまでの実証的な研究
活動における国境・境界地域教育の特異性の発見があったからであった。具体的には、大陸部東
南アジア諸国における共同研究の調査過程で、その特異性が明らかとなった。まず、タイにおけ
るアセアン市民性教育の取り組みとして 2010 年に開始された Sprit  of  ASEAN 事業では、
国境地域の学校がモデル校に指定され、アセアン共同体発足に向けた先進的モデルが開発され
ていた。また、カンボジア教育省アセアン局において、カンボジア・ラオス・ベトナムの国境が
接する「開発の三角地帯」で三カ国共通の相互理解教育を開発する計画があるという情報を得た。
これらは国境地域のフロンティア化として捉えられる。タイ・ラオス間国境のメコン川両岸を結
ぶ橋が開通したところでは、ラオス側に巨大な物流拠点やカジノが建設され、今後の雇用期待か
ら学校教育に影響を与えていた。これは国境地域のゲートウェイ化として捉えられる。中国雲南
省徳宏チンポー族タイ族自治州では、ミャンマーとの国境地域の学校が「国門学校」に指定され、
ミャンマー側に居住する少数民族子女が中国側負担によって無償で越境通学する事例が存在し
た。タイ北部国境地域には、国共内戦後敗走してタイに定住した中国系児童生徒が通う華文学校
が 80校あまり存在している。台湾からの支援を受け、中国語や中国文化を継承させることを目
的としていたが、雲南省とタイ北部間の陸路での往来が近年盛んになり、中国語の有用性に期待
して近隣の少数民族子女が多く通うようになっていた。このように、アセアン共同体の発足や中
国の「一帯一路」戦略によって国境の透過性が高くなるとともに、様々な教育事象が国境地域に
生じていることが確認された。 
 他方、社会諸科学では境界研究（ボーダースタディーズ）が最近になって盛んになっている。
北米では 1970年代からボーダースタディーズが言われ始め、日本では日本国際政治学会の『国
際政治』162 号（2010 年）における特集「ボーダースタディーズの胎動」が始まりと言われて
いる。ボーダースタディーズでは、国境・境界地域（borderlands）とは、国境・境界付近に居
住する人々の生活圏を指すとともに、国と国を繋ぐゲートウェイであると考える。国境・境界は
固定化された壁ではない。多くの場合、国家権力による国境管理の下でヒト・モノを通過させる
膜あるいはフィルターのようなものといえる。言い換えれば、国境・境界は行き止まりではない。
越境した先を意識して同地の社会を見ると、他国との接点であるために国際化の観点から見て
国内最先端の事例が生じる場合や、通過の準備のために拠点が形成されてゲートウェイになる
場合があると考えられる。国境・境界が何を通し、何を通さないか、さらにはどの程度通すのか
が、境界研究では「透過性（permeability）」という概念で説明される。また、オスカー・マル
チネスが提示した透過性の 4類型が境界研究ではしばしば援用される。4類型とは、①疎外、②



共存、③相互依存、④統合である。そして、理論的には時間的経過と共に①から④に向かって変
容するとのことである。しかし、このマルチネス類型は便利ではあるが、比較研究の実証のため
には具体的な境界地域の特性およびヒトとモノの透過性をかなりミクロに分析する必要がある
と論じられることがあり、このことはフィールドワークの重要性に繋がる。透過性は社会情勢に
よって変動するもので、決して固定的ではない。 
 このようなボーダースタディーズの分析法に学びながら、国境・境界地域の教育を正面から捉
える共同研究が求められる。この研究を通じて、国境・境界地域の教育を比較するための手法と
して新たな比較教育学方法論を構築できるという意義も見いだせる。教育のボーダースタディ
ーズは未開拓・空白の分野である。また、国民教育研究において前提とされてきた「中央－周縁」
の構図を乗り越えて、「中央－境界地域－境界の向こう側」という実態に適した視点をもつこと
により、現代の教育事象をより多面的に理解するための新たな視座を提示できる意義があると
考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究「境界研究の分析法を用いた国境・境界地域における基礎教育に関する国際比較研究」
では、国境・境界地域における基礎教育（初等教育および中等教育）を調査の対象とし、次の四
つの目的を設定した。まず、①国境・境界地域での特徴的な教育事象の実態を解明し、②その教
育事象が生じることになった歴史的背景や社会・政治・経済などの要因が何かについて、境界研
究の分析法を用いて解明する。その上で、個別事例の比較分析を行うことによって、③国境・境
界地域の教育が解明されてはじめて浮かび上がる現代の教育事象とは何かを明らかにする。そ
して、こうした分析の過程を通じて、④国境・境界地域の教育を比較するための手法として新た
な比較教育学方法論を構築する。 
比較教育学の国民教育研究では従来、国境・境界地域は周縁・特殊として考えられ、主たる研
究対象とならなかった。本研究は「中央－境界地域－境界の向こう側」という独自の視点で、国
境・境界地域の教育に関する学術的空白を埋め、比較教育学の強みを発揮して教育学および社会
科学の発展に貢献しようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、国境・境界地域に
おける調査により、①特徴的な
基礎教育の実態を明らかにし、
②その実態がどのような要因に
よって生じたのかを明らかにし
ようとした。また、③変動する国
境・境界の透過性による差異性・
共通性を事例間の国際比較を行
った。図 1 は比較のためのモデ
ルである。<境界地域 a>は、透過
性が高い場合に児童生徒が越境
するモデルであり、A国の内部で
ありながら B 国の影響を受けた
教育の独自性が生じる。一方、<境界地域 b>は、透過性が低く越境は困難であるモデルであり、
C 国を意識した教育の独自性が生じる。そして、<地域 c>は A 国内部に移民・難民が集住して B
国の教育が存在するモデルである。調査地については、地域共同体が発足して透過性が高まって
いると考えられる東南アジア諸国間の国境地域、EU とロシアの境界としてフィンランドとロシ
アの国境地域、長大な国境線を持つ大国では隣接する国・地域による透過性に多様性があると考
えられることからアメリカおよび中国の国境・境界地域とした。 
 実際には、コロナ禍の影響で海外渡航制限が続いたことから、2019 年度末から長期間にわた
って計画通りに調査を実施することができなかった。また、中華人民共和国における外国人研究
者による調査が実施できない状況となり、中国人の研究協力者に調査を依頼する計画変更を行
った。渡航制限緩和とともに、実施可能な調査地および調査項目に限定しながら調査を再開し、
2023 年度末まで研究期間を延長してある程度の調査が実施できた。 
 これらの調査対象地域においては、国境・境界の透過性と地域の特色を把握した上で、基礎教
育機関や地方教育行政組織等の訪問先において、インタビューや観察、文献・資料の収集を行っ
た。これらの調査の成果など、研究メンバーが個別に持つ情報を集約・統合するために、研究打
ち合わせ会議を通算で 13 回実施した。さらに、これらの成果を日本比較教育学会などの国内学
会、世界比較教育学会・アジア比較教育学会・北米比較国際教育学会などの国際学会で発表する
とともに、『比較教育学研究』『境界研究』『ロシア・ユーラシアの社会』などの専門雑誌での特
集論文などで成果を発信した。 
 

図１境界地域における教育の 



４．研究成果 
 
 本研究の主な研究成果は、次の 3点の学術誌における特集の合計 11 本の論文で概観すること
ができる。①『比較教育学研究』第 60 号（2020）特集「比較教育学におけるボーダースタディ
ーズの可能性」（論文 4本）、②『ロシア・ユーラシアの社会』2021 年 11-12 月号（No.1059）特
集「フィンランド・ロシアの境界地域カルラヤ／カレリアの教育事情」（論文 3本）、③『境界研
究』第 13 号（2023）特集「比較教育学とボーダースタディーズ」（論文 4本）。（それぞれの論文
タイトル等は、後掲の「主な発表論文等」を参照） 
 これらの 11 本の特集論文では、本研究の目的のうち、①国境・境界地域での現地調査を通じ
て、各事例における基礎教育の特徴的な実態を解明すること、および②その教育事象が生じるこ
とになった歴史的背景や社会・政治・経済などの要因を境界研究の分析法を用いて解明すること 
についてそれぞれの成果を上げたものである。本研究では、教育学の分野で初めて境界研究の分
析法を用いて研究に取り組んだことから、試行錯誤しながらの探索的な経緯をたどることにな
った。そのような中で、もっとも有用な境界研究の分析法とは、国境・境界の「透過性
（permeability）」の概念を活用することであった。透過性とは、簡潔に言えば国境・境界が何
を通し、何を通さないか、通すとすればどの程度通すのかという概念である。つまり、透過性が
高ければその国境・境界は通りやすく、透過性が低ければその国境・境界は通りにくい。また、
透過性は一定ではなく、社会情勢などによって変動する性質を持つ。例えば、コロナ禍では透過
性が高かった国境・境界でも閉鎖されたり、移動制限が強められたり、急激に透過性が低くなる
現象が世界各地で見られた。さらに、国境・境界の状況は各地で非常に多様であり、フィールド
ワークによって明らかにされる事象は個別的であるが、透過性という共通の観点からそれらの
諸事象を貫通させて比較分析することができるという意義も見出された。次に有用な分析法で
あったのは、ボーダーの変遷を説明するマルチネスモデルであった。時間的経過によって、ボー
ダーで接する両側の社会や国家の関係性が①疎外、②共存、③相互依存、④統合と変遷する性質
を持つということである。端的に言えば、国境・境界は生成したり、消滅したりする。また、国
境・境界は領土交換や侵略・線量などによって移動することもある。 
 特集論文において分析された各事例でみると、まず、透過性が高い場合に、越境通学の事例が
発見されたという成果が得られた。つまり、就学前教育、初等教育、中等教育のように、国民統
合のための国民形成を主要な目的とするような教育段階の隣国の学校に、自国内の自宅に居住
しながら、毎日国境を越えて通学する事例である。本研究のフィールドワークで確認された例と
しては、メキシコからアメリカへ、ミャンマーからタイや中国へ、カンボジアからタイへ、ラオ
スからタイへの越境通学があった。次に、透過性が低い場合には、越境通学現象は観察されなか
ったが、フィンランド・ロシア国境のように、児童・生徒や教員の相互訪問や教員研修などによ
る教育交流が盛んに行われており、国境地域特有の事象として注目された。なお、コロナ禍の影
響やウクライナへのロシアの軍事侵攻によって、このような事象は見られなくなったようであ
る。また、ボルネオ島（マレーシア名）・カリマンタン島（インドネシア名）で国境を接するマ
レーシアとインドネシアの場合、高く険しい山地に遮られているため国境の透過性は低いもの
の、マレーシア側に定住するインドネシア人労働者の子弟のために、本国インドネシアの教育制
度に接続できる教育機関の設置が行われている事例が見られた。類似の事例として、ラオスと中
国の国境のラオス側に、中華人民共和国の教育制度に接続できる私立学校が設置されていたが、
この場合は中国語の習得によって子どもの将来の可能性を期待するラオス人向けのものであっ
た。特殊な事例としては、カンボジア国内に居住するベトナム系住民の事例があった。この人び
とはベトナム戦争やカンボジア内戦の混乱の中で、カンボジア領内に留まったベトナム系の人
びとでカンボジアからもベトナムからも国籍を認められていない無国籍状態である。そのため、
カンボジアの公立学校への就学が認められず、学校教育そのものが境界づけ（bordering）機能
を持っていることが指摘された。つまり、教育対象とする子どもと、対象とされない子どもを区
別しており、学校が排除と包摂の舞台となりうるということである。 
 さて、国境・境界地域における教育事象から本研究メンバーが発見したことは以下のようなこ
とであった。第一に、歴史的に見て、国境・境界は生成・消滅・移動することが、ボーダーの両
側の共通性、住民帰属変更など、教育や文化に関わる影響が見られるということ、言い換えると
ボーダーによる教育上の分断と越境（排除と包摂）が見られるということである。例えば、米墨
戦争によってアメリカ合衆国の領土拡大、タイとフランス領インドシナの領土交換、ランナー王
国（現タイ北部）へのビルマ（現ミャンマー）による侵攻とシャム（現タイ）によるランナー王
国併合およびビルマからの領土回復などによる影響である。第二に、「透過性」は一定ではなく、
動的なものであることからの国境・境界地域における教育への影響である。本研究が調査した各
地域では、ボーダーの両側（時として三方）の政治的な関係による透過性の変化が、国境・境界
地域の人びとの間に宥和、敵対、和解、交流促進などの影響が見られた。同じく、経済的な関係
による変化も見られ、経済圏の形成、物流網や物流拠点の形成、労働力の移動などの影響が見ら
れた。国境ではヒトやモノの国境管理が行われるため、越境に備えて国境地域にはヒトやモノが
集積し活況を呈する状況が生じやすく、民族や使用言語の重層性が形成される傾向にある。その
ため、教育内容や教授言語への影響が見られる。また、国境地域の教育を充実させることは国境
地域の安全保障の意味も見出されることが中国雲南省の事例から読み取れた。さらに、透過性が
動的なものであることはコロナ禍の世界的な国境閉鎖でより鮮明になったと言える。第三には、



国境・境界地域（いわゆるボーダーランド）の比較優位性があることが明らかとなった。上述の
ように国境地域では地域経済の活況が生まれ、国境地域である故にその地域に特有の人材育成
の必要性が生じていた。例えば、中国やタイでは、中央政府によって国境地域の教育を振興する
政策が促進されていた。また、教育機関が越境することを本国から支援が見られる事例もあった。
例えば、ラオスにある中国式の私立学校や、マレーシアにあるインドネシア式の学校の例である。 
第四には、越境通学の事例の場合、保護者によって「比較教育」の実践が行われていたことの発
見である。それは学問としてではなく、自分たちの子どものための日常的な実践として、国境の
こちら側の学校と国境の向こう側の学校の比較の営みである。例えば、アメリカの学校の教授用
語は英語であり、メキシコのそれはスペイン語であることのように言語習得とそれによる将来
展望の比較である。同様のことは、タイの学校ではタイ語の教育、カンボジアの学校ではクメー
ル語の教育が行われていることの比較でも言える。あるいはアメリカやタイのように全日制で
ランチの提供がある教育制度と、メキシコやカンボジアのように二部制でランチがない教育制
度の比較も行われていた。つまり、将来の就業機会への期待や、保護者の養育負担・就学経費負
担の大小が日常的、実践的に比較されていた。 
 本研究の第 4の目的は新たな方法論の構築があった。その点では、研究の視座の転換が具体的
な研究の中で実践できたことが一歩前進として認められる。つまり、国境地域の教育を見る視座
が従来の「中央－周縁」から「中央－国境・境界地域－国境・境界の向こう側」というように転
換することである。そのことによって、これまでの研究が見逃してきた教育事象を発見すること
に繋がった。また、「国境・境界地域」を新たな分析単位として、共通性と差異性のメタ的な比
較分析が可能になった。つまり、「アメリカとメキシコの比較」と「タイとカンボジアの比較」
の比較を行うことができるようになったということである。ただし、コロナ禍の影響で、繰越後
の 2023 年度末まで各地でのフィールドワークが続いたために、方法論の構築はまだ着手された
ばかりである。 
 このように方法論の構築をより高めることが今後の課題の一つとなるが、さらには越境通学
児童の存在が発見されたことによって、越境通学と国民形成の関係性がどうなっているのかに
ついて解明するという新たな課題が生じた。これらの点について、すでに本研究のメンバーの一
部による共同研究（基盤研究 B22H00974「越境通学児童の実証的比較研究－国境の透過性及び国
民形成との関係を中心に－」2022-2025 年度）（2024 年度から基金化により 22K22245 へ番号変
更）によって並走しながら探究が始まっている。 
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